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第12回大会を終えて
第12回大会長 田園調布学園大学 荒木乳根子

9月12日、13日に田園調布学園大学で開催した第12回大会、無事、

盛況のうちに終わることができました。ほっとするとともに、これも

一重に皆さま方のご協力のお陰と心から感謝いたしております。

北は青森、南は九州から参加者はおよそ220名。懇親会にも112名と

大勢の皆さまにご参加いただきました。

参加された皆さま方にはご満足いただけたかしら・・今はそれが気

がかりです。運営面では不備もあり、いろいろとご不満な点があった

と思いますが、どうぞ、お許しください。

今回は、人生のラストステージという大事な時期を委ねる介護の仕事に、もっと価値と意味を

見出し、介護者を大切にしなければ・・そんな思いから、「ケアする人・される人：安心と希望

のケアのために」をテーマに据えました。

テーマに沿った企画を・・と運営委員で知恵を絞りましたが、幸い、田園調布学園大学の客員

教授である辻哲夫先生が厚生労働省の宮島俊彦老健局長をご紹介くださいました。「介護職員の

現状と未来」についてのお考えを聞き、介護報酬を上げるには、サービスの質の向上が必要・・

との話も出ましたが、ケアの質の向上はまさに本学会の主要テーマです。全人的に相手を受けと

めるケアをしてこそ、ケアは単なる労働ではなく、面白みのある価値ある仕事になります。今回、

事例検討（ACS）では、「ACS改革」の旗印の下、大勢の参加者を得て、今まで以上に熱のこもっ

た議論が行われましたが、本学会の最も大切な柱だと再確認し、とても嬉しく思った次第です。

2日目の研究発表、ワークショップとも、皆さん会場を去らず、熱心に最後まで学んでくださ

り、これも嬉しく思ったところでした。その様子は大会レポートに詳しいので、どうか、お読み

いただきたいと思います。

また、学会にはそぐわないかな・・とも思いつつ、遊び心と「ケアする人に癒しを」の思いか

ら、ボランティア浪越指圧とアロマセラピィを用意しました。休憩時間に楽しんでいただけたで

しょうか。

思えば、とても多くの皆さまに支えられ、ご協力を得て、開催することができた大会でした。

大川学会副会長が大会事務局長、本田学会副会長と島村大会担当理事が運営委員として企画段階

から全面的に支えてくださり、本部の田中事務局長、永沢事務局次長は広報面でご尽力ください

ました。それに、八支部の支部長の皆さま、銘酒の数々をお送りいただきありがとうございまし

た。お陰さまで学生食堂での懇親会が、とても彩のある豪華なものになりました。常任理事の皆

さまには前日、当日ともに準備作業、運営でのご協力ありがとうございました。また、今回は同

僚の小林、増田先生の協力を得て、増田先生には忙しい実習巡回の合間に骨身を削る活躍をして

いただきました。学生たちも、大いに協力してくれました。こんな良い仲間に恵まれてこそ、で

きた大会だったと、ただただ感謝いたしております。皆さま、ありがとうございました。

次回、第13回全国大会は、

2010年9月3日(金)～4日(土) 鹿児島大会です！
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11:10-12:40 ワークショップ

ワークショップ１（第５会場：432教室）

「タクティールケア入門 ―スウェーデン生まれの究極の癒し術―」

講師：株式会社日本スウェーデン福祉研究所 インストラクター 木本 明恵 氏

ワークショップ２（第３会場：442教室）

「介護者がつぶれない認知症ケア ―家族介護の現場から―」

講師：川崎市認知症ネットワーク代表 柿沼 矩子 氏 と 劇団ＳＯＳ

ワークショップ３（第７会場：５号館４F介護実習室）

「北欧の持ち上げない移動・移乗技術 ～介護者の腰痛を防ぎ、利用者の自立を促す」

講師：移動・移乗技術研究会代表・田園調布学園大学人間福祉学部准教授 中山 幸代 氏

同 メンバー・白梅学園短期大学非常勤講師 関根 良子 氏

・現場の詳しい話をたくさんうかがうことができました。都会の介護の現状に間近にふれ、新しい知
見を得ました。私も、何かの形でボランティアができるのではないかという気持ちになりました。

・感動しました。このような素晴らしい地域のネットワークは、何もないところからどのようにし
て作りあげられたのでしょう!?夫に仕事や立場もあるのに地域の協力と理解はどのようにして得
られたのでしょう。皆さんの努力に心からの拍手を送ります。

参加者の声

・相手を思って体をさすってあげる…等の行為は世界中
で行われていることだろう。そういった事が学問的な
裏付けを得て効果を上げている事に興味をひかれた。

・ケアでの触れ合いと違って、改まって触れ合いでのケ
アをすると緊張してしまった。触れ合いを良しとする
か否か、規範に関わるケアかもしれませんね。

・触れることの意味・意義・効果をを理解することがで
きたので、今までやってきたケアに確証がもてたと思
い、よかったです。

・きもちよかったです。

★当初、なるべく近くで講演を聞いていただこうと、大教室を半分に

仕切って開始いたしましたが、予想を超えるご参加をいただいたた

め、後から参加された方には仕切り越しとなってしまい、大変ご迷

惑をおかけいたしました。この場を借りておわび申し上げます。

参加者の声

「持ち上げない移動・移乗技術」では、技
術の特徴について説明があった後、バスタ
オルや滑りの良いスライディングシートを
利用した、さまざまな体位変換の実技が行
われました。参加者の方々は、体の自然な
動きを利用すると、ちょっとした工夫で意
外なほどするりと体が動くことを自らの体
で実感し、感心の声をあげていました。

ワークショップでは、まずタクティール

ケアの理論と実際について木本氏より説

明がありました。その後参加者同士で実

践していただき、効果を実感してもらい

ました。

さまざまな介護問題を紹介しながら、川崎市認知
症ネットワークの活動として、サポート活動・啓発
活動・行政への働きかけがあることが説明された後、
劇団SOSによる、認知症についての理解を深める寸
劇が行われました。団員は自身も介護を経験した人
ばかりで、迫真の演技と
わかりやすい解説に聴衆
も引き込まれていきまし
た。

木本氏

第１２回大会レポート



日 時：2009年9月11日（土）16:40～17:30

会 場：笹子（川崎市麻生区万福寺3-1-10）

出席者：佐藤会長他32名（欠席43名）

議 題

１．審議事項

（１）2009年度上半期事業報告
１）常任理事会・理事・評議員会・総会の開催

…総会および理事・評議員会を各1回
開催。常任理事会を4回開催。

２）会員動向
8月末会員数は717。

３）本部活動報告

・学会誌14－1、14―2を発刊
・第199回～206回の計８回のACS開催。
・老年行動科学講座 中級・実務編の開催
・「学会からのお知らせ」No.16～23発行
・学会員募集案内パンフレット作成

・学会創立15周年記念事業の推進

・メール配信サービス（登録者約300名）
とホームページの運営・管理

・ACS改革の取り組み

４）支部活動報告
…青森・岩手・東関東・神奈川・石川・

長野・京都・大分・鹿児島の9支部
から活動報告。

（２）2009年度上半期本部会計報告

（２）報告・連絡事項
１）各支部の上半期活動と今後の活動予定

について
２）新しいACSの取り組みと今後の展開に

ついて
３）その他

・学会会員募集案内パンフレットに
ついて

・今後の全国大会予定について
…2010年度は鹿児島大会を予定。

２００９年度第２回理事・評議員会が開催されました

第４回老年行動科学講座：今後のスケジュールと当日参加のご案内

７月より開講いたしました第４回老年行動科学講座はおかげさまで７月２６日(日)の第１回、

８月３０日(日)の第２回、９月２７日(日)の第３回とも、好評のうちに終了いたしました。

先月発行のお知らせ２３号でもご案内いたしましたが、今回の老年行動科学講座につきまし

ては、事前申し込みを多数いただきましたので、急遽収容人員の大きな教室に変更いたしまし

た。

受講可能人数に余裕ができましたので、追加申し込みを受け付けております。

当日のご参加、あるいは事前のお申込、大歓迎です。本部事務局にお問い合わせください。

今後の開催日程は以下の通りです。

第４回講座 １０月２５日（日）『認知症高齢者の不適応行動の改善策』

第５回講座 １１月２９日（日）『診る力を養う』

第６回講座 １２月２０日（日）『高齢者ケアにおける行動科学の可能性』

２００９年度第２回支部長会議が開催されました

日 時：2009年9月11日（土）15:30～16:30

会 場：笹子（川崎市麻生区万福寺3-1-10）

出席者：佐藤会長他8名（欠席6名）

議 題

＜報告・審議事項＞

１．支部活動報告

２．支部と本部の連携強化について

１）各支部の事情と問題点

２）その他

３．本部の新しいACSの取り進め方について

４．学会会員募集案内パンフレットについて

会議･催事のご案内




